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　株主の皆様には、平素は格別のご支援、ご高配を賜り厚く
御礼申しあげます。
　さて、第79期中間期（平成27年4月1日から平成27年9
月30日まで）の決算の概況・トピックス等につきまして、ご
報告いたします。
　なお、当中間期の配当金につきましては、当中間期の業績
および今後の経営環境等を勘案したうえ、当社グループの配
当方針に基づき、安定した利益還元を行うため、1株につき
15円とさせていただきました。
　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご指導、ご
支援を賜りますようお願い申しあげます。

平成27年12月
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■売上高

■決算の概況

■親会社株主に帰属する当期純利益

■経常利益

■総資産・純資産ほか（連結）

　売上高につきましては、国内事業において、主力の窯業系外装材が高付加価値商品の拡販などにより業界内
シェアを順調に上昇させたことから市場の落ち込みをカバーし、国内外装材では前年同期並の売上高を確保し
ました。これに加え、米国の窯業系外装材事業は引き続き好調に推移し売上高を伸ばした結果、全体の売上高
は535億31百万円（前年同期比2.8％増）となりました。
　損益につきましては、米国の窯業系外装材事業は前年同期比増益となったものの、国内の外装材事業の物流
費高騰などにより、営業利益は33億67百万円（前年同期比4.0％減）、経常利益は為替差益の減少などから
34億７百万円（同10.5％減）となりました。
　一方、親会社株主に帰属する中間純利益につきましては、退職給付制度改定益などの特別利益を計上したほ
か、税金費用の減少などもあり、25億75百万円（同0.2％増）となりました。
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（注）  「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号平成25年9月13日）等を適用し、当中間期より「当期純利益」を「親会社株主に帰属する当期純利益」としております。
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決算ハイライト（連結ベース）



■貸借対照表

■損益計算書 ■キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

科　目 前　期
（平成27年3月31日現在）

当中間期
（平成27年9月30日現在）

（ 負 債 の 部 ）
流 動 負 債 34,639 33,720

支 払 手 形 及 び 買 掛 金 13,701 14,179
短 期 借 入 金 7,704 6,837
そ の 他 の 流 動 負 債 13,233 12,703

固 定 負 債 21,270 20,280
長 期 借 入 金 18,698 17,732
そ の 他 の 固 定 負 債 2,571 2,547

負 債 合 計 55,910 54,000
（ 純 資 産 の 部 ）

株 主 資 本 56,922 59,006
資 本 金 8,136 8,136
資 本 剰 余 金 10,925 10,925
利 益 剰 余 金 38,243 40,280
自 己 株 式 △ 382 △ 335

その他の包括利益累計額 2,713 2,860
その他有価証券評価差額金 1,814 1,721
為 替 換 算 調 整 勘 定 1,003 1,224
退職給付に係る調整累計額 △ 105 △ 85

新 株 予 約 権 79 45
非 支 配 株 主 持 分 △� 706 △� 690

純 資 産 合 計 59,008 61,220
負 債 純 資 産 合 計 114,918 115,221

科　目 前　期
（平成27年3月31日現在）

当中間期
（平成27年9月30日現在）

（ 資 産 の 部 ）

流 動 資 産 60,001 60,253

現 金 及 び 預 金 16,092 13,783

受 取 手 形 及 び 売 掛 金 25,053 26,819

商 品 及 び 製 品 11,529 12,268

そ の 他 の 流 動 資 産 7,356 7,414

貸 倒 引 当 金 △ 31 △ 32

固 定 資 産 54,917 54,968

有 形 固 定 資 産 47,310 46,966

建 物 及 び 構 築 物 15,151 14,864

機 械 装 置 及 び 運 搬 具 10,407 10,338

土 地 20,566 20,563

そ の 他 の 有 形 固 定 資 産 1,184 1,199

無 形 固 定 資 産 733 807

投 資 そ の 他 の 資 産 6,873 7,195

資 産 合 計 114,918 115,221

（単位：百万円）

科　目
前中間期

平成26年4月 1 日から（平成26年9月30日まで）
当中間期

平成27年4月 1 日から（平成27年9月30日まで）
売 上 高 52,078 53,531
売 上 原 価 33,516 34,125
売 上 総 利 益 18,561 19,406

販売費及び一般管理費 15,054 16,038
営 業 利 益 3,507 3,367

営 業 外 収 益 513 194
営 業 外 費 用 212 154
経 常 利 益 3,807 3,407

特 別 利 益 79 260
特 別 損 失 92 37
税金等調整前中間純利益 3,794 3,630
法人税、住民税及び事業税 939 990
法 人 税 等 調 整 額 272 49
中 間 純 利 益 2,581 2,590

（内訳）
親会社株主に帰属する中間純利益 2,570 2,575
非支配株主に帰属する中間純利益 11 14

（単位：百万円）

科　目
前中間期

平成26年4月 1 日から（平成26年9月30日まで）
当中間期

平成27年4月 1 日から（平成27年9月30日まで）
営業活動によるキャッシュ・フロー 2,138 2,234

投資活動によるキャッシュ・フロー △� 2,158 △� 2,206

財務活動によるキャッシュ・フロー 46 △� 2,446

現金及び現金同等物に係る換算差額 △� 29 59

現金及び現金同等物の増減額（減少：△） △� 3 △� 2,358

現金及び現金同等物の期首残高 16,125 16,025

現金及び現金同等物の中間期末残高 16,122 13,666

（注）  「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号平成25年9月13日）等を適用し、当中間期より当期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への 
表示の変更を行っています。
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連結財務諸表



　本年10月、林野庁等が後援する間伐・間伐材利用コンクールにおいて、当社の外壁材「カーボンオフセットサイディング」が、
製品づくり・利用部門で「特別賞」を受賞しました。
　外壁材を通じて日本の森を元気にする「エコ外壁プロジェクト」の一環として販売を開始した同商品は、原料の木材チップをす
べて国産間伐材とすることで森林の保全に貢献する外壁材となっています。加えて、木材が持つCO2の固定・吸収効果に着目して
CO2オフセットクレジットを付加させているため、日常生活で排出されるCO2を相殺できる機能も持ち、その新規性が高く評価さ
れました。
　当社は、今後も創業以来培ってきた木材資源の有効利用に関する技術を活用し、日本の森林資源を守り、地球温暖化防止に貢献
してまいります。

　当社の東京ショールームが、本年8月にリニューアルオープンしました。 
　外観は日本橋という土地柄を反映し、格子をあしらった和テイストを採用しました。内装はロングライフ外壁「Fu-ge」を中心
に展示し、芝をイメージした床を採用するなど明るい外空間を演出しました。
　また、セミナーコーナーを新設し、今後は住宅会社など取引先を対象としたセミナーを開催していく予定です。

東京ショールームの外観（中央区日本橋） 全面改装した東京ショールーム

※　間伐・間伐材利用コンクールの概要
　　　趣旨：  間伐や間伐材利用に関する多様な実践例やアイデア製品を募集し、広く一般に紹介することを通じて

間伐の推進や間伐材の利用拡大に貢献し、森を健康にし、日本を元気にするために実施するもの
　　　主催：間伐・間伐材利用推進ネットワーク
　　　後援：林野庁、間伐推進中央協議会
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トピックス

当社の外壁材「カーボンオフセットサイディング」が、間伐・間伐材利用コンクールの
製品づくり・利用部門で「特別賞」を受賞

東京ショールームを全面改装し、リニューアルオープン



■会社概要

商 号 ニチハ株式会社
NICHIHA CORPORATION

本店所在地 〒455−8550
名古屋市港区汐止町12番地

設 立 昭和31年6月25日

資 本 金 8,136百万円

事 業 内 容
窯業系外装材の製造および販売
金属系外装材の販売
ハードボード、各種建築材料の販売

従 業 員 1,326名

本 社
〒460−8610
名古屋市中区錦二丁目18番19号

（三井住友銀行名古屋ビル）

東 京 支 店
〒103−0023
東京都中央区日本橋本町一丁目6番5号

（ツカモトビル）

営 業 所 札幌、仙台、東京、名古屋東、名古屋西、
大阪、福岡のほか23か所

工 場 名古屋、いわき（福島県）、下関（山口県）

■グループ会社

国　内

ニチハマテックス株式会社

株式会社チューオー

高萩ニチハ株式会社

ニチハボード加工株式会社

株式会社ニチハコンポーネント

外装テックアメニティ株式会社

株式会社エイト

ニチハエンジニアリング株式会社

三重ニチハ株式会社

国　内

ニチハサービス株式会社

八代ニチハ株式会社

ニチハ富士テック株式会社

株式会社FPコーポレーション

株式会社FPホーム 14社

海　外

Nichiha USA, Inc.

ニチハ装飾建材（嘉興）有限公司

ニチハ装飾繊維セメント壁板（嘉興）有限公司

 3社

■取締役・監査役（平成27年9月30日現在）

代表取締役社長・社長執行役員 山 中 龍 夫

取締役・専務執行役員 武 笠 好 次

取締役・常務執行役員 南 光 　 正

取締役・上席執行役員 児 玉 憲 悦

取締役・上席執行役員 吉 田 康 則

取締役・上席執行役員 河 内 一 弘

取締役・上席執行役員 小 島 一 行

社 外 取 締 役 安 井 金 丸

社 外 取 締 役 八 木 清 文

監 査 役（ 常 勤 ） 神 野 英 樹

監 査 役（ 常 勤 ） 柴 田 佳 寛

社 外 監 査 役 二 又 川 　 一 　 美

社 外 監 査 役 宮 本 啓 三

社 外 監 査 役 田 尻 直 樹
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■株価の推移
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■大株主
株　主　名 持株数 持株比率

銀 泉 株 式 会 社 2,617
千株

7.08
％

住 友 林 業 株 式 会 社 2,572 6.96

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 2,313 6.26

住 友 商 事 株 式 会 社 1,602 4.34

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 1,597 4.32

CBNY-GOVERNMENT　OF　NORWAY 1,418 3.84

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,116 3.02

住 友 生 命 保 険 相 互 会 社 957 2.59

伊 藤 忠 建 材 株 式 会 社 830 2.25

三井住友信託銀行株式会社 756 2.05

（注）1. 株式数は、千株未満の端数を切り捨てて表示しております。
2. 持株比率は、自己株式（365,425株）を控除して計算しております。

■株式の状況
発行可能株式総数� 80,000,000株

発行済株式の総数� 37,324,264株

単元株式数� 100株

株主数� 4,040名

■所有者別株式分布

金融機関
43名　12,638千株

33.86％
※信託口、特別勘定等を含む。

自己株式
1名　365千株

0.98％

外国法人等
162名　9,763千株
26.16％

個人・その他
3,545名　2,834千株
7.59％

事業法人・その他法人
289名　11,722千株
31.41％

37,324千株
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株式の状況（平成27年9月30日現在）



証券コード：7943
平成27年4月1日～平成27年9月30日

第79期

中間株主通信
IRホームページのご紹介

〒460−8610　名古屋市中区錦二丁目18番19号 三井住友銀行名古屋ビル
TEL 052−220−5111（代表）
http://www.nichiha.co.jp

株 主 メ モ

事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定時株主総会 毎年6月開催
基準日 定時株主総会　 毎年3月31日

期末配当金　　 毎年3月31日
中間配当金　　 毎年9月30日
そのほか必要があるときは、あらかじめ公告して定めた日

公告方法 当社のホームページに掲載する。
http://www.nichiha-ir.com/index.html
▲  決算説明会の内容を上記のホームページにて動画配信により

ご覧になれます。

上場証券取引所 東京証券取引所市場第一部
名古屋証券取引所市場第一部

株主名簿管理人および 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
特別口座の口座管理機関 三井住友信託銀行株式会社

株主名簿管理人 名古屋市中区栄三丁目15番33号
事務取扱場所 三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（郵便物送付先） 〒168−0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（電話照会先） 0120−782−031

（インターネット） http://www.smtb.jp/personal/agency/index.html

ニチハ　IR 検索検索

　当社の株式は１単元（最低売買単位）が100株となっておりますので、単元未満株式については市場で売買することができません。 
このような単元未満株式は、当社に対して買取るよう請求することができます。また、100株に不足する分を満たす株式を当社から購入

（買増し）し、100株にまとめるよう請求することができます。なお、これらにかかる手数料については、無料化しております。

◎買取り・買増し請求のイメージ

◎買取り・買増し請求をご希望の場合は、下記までお問い合わせください。

三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
電話：0120−782−031（通話料無料）

特別口座に記録された株式

口座を開設されている証券会社等

証券会社等の口座に記録された株式

住所変更・配当金受取り方法のご指定・相続に伴う手続き等も上記宛にお問い合わせください。

単元未満株式（100株に満たない株式）をご所有の株主様へ

当社（株主名簿管理人）

ご所有の55株を当社に時価で
売却いただくことができます。

買取り請求
45株を買増しし、100株とし
ていただくことができます。

買増し請求

株主様ご所有の単元未満株式※
（例：55株をご所有）

※ 同封の配当金計算書「株式数」欄に記載され
た株式数のうち、100株に満たない株式が、
ご所有の単元未満株式数です。


